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肝・胆道疾患患者の掻痒感緩和のためのケア

－保湿成分入りよもぎローションを使用して－
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グリセリン

Ⅱ研究方法

１．対象

黄疸を有し，強く掻痒感を訴える当科入院中の

肝・胆道疾患患者で，研究に同意が得られ，よもぎ

汁を用いたパッチテストでアレルギーを有さなかっ

た４名。

２．データ収集期間

平成１７年８月～平成１８年５月

３．実験条件

１）環境

日中に対象の病室でよもぎローションを塗布した。

室温は２５℃前後とし，可能な限り一定に保った。

２）測定方法

グリセリン入りよ（)ぎローションをＡ液,通常の

よ（)ぎローションをＢ液,それぞれを冷却したもの

を冷Ａ液，冷Ｂ液として作製した。

作製した液は，事前に研究メンバーでプレテスト

を行い，べたつき感がないことを確認した。

対象に４種類の液を塗布し，塗布前，３０分後，１

時間後，２時間後，４時間後に掻痒感の変化をＯ～４

の５段階のスケール（表１参照）を用いて記録し，

皮層状態を観察した。また塗布部位は，皮層に異常

がなく，できる限りかゆみスケールが同じ部位を選

択した。実験日には他の軟膏は使用せず，対象の先

入観を除外するため，どの液にグリセリンが混入さ

れているかは伝えなかった。

３）データ分析方法

４種類のよ（)ぎローションの効果をかゆみスケー

ルを用いて比較検討した。

４）倫理的配慮

対象には，あらかじめ研究の目的，内容，研究に

伴う不利益およびプライバシーの保護，自由意志に

よる参加であり，今後の治療や看護に一切影響がな

いこと，途中で参加を中止できることを説明し，文

書で同意を得た。

はじめに

当科では，肝・胆道疾患で全身掻痒感の強い患者

に対してよもぎ汁を使用した清拭やハッカ油入りよ

もぎローションのバッティングを実施している。し

かし，掻痒感は個人差が大きく，従来のケアでは掻

痒感が軽減しない場合もあり，新しいケアの必要`性‘

を感じていた。

先行研究において，光井ら')は，よもぎ軟膏は掻

痒感のある患者に対して止痒効果が高いが，べたつ

きがあり，ローションと比較すると爽快感が乏しい

と述べている。また，浅川ら２)は一度冷却した皮層

は皮盧温が回復した後も冷感が残り，掻痒感の軽減

に有効であると述べている。このことより，よもぎ

汁を使用し，保湿性と冷感，ローションの機能を併

せ持ったものを作製できないかと考え，保湿力のあ

るグリセリンを使用したよ()ぎローションを作製し

た。

今回，この効果を従来のよ（)ぎローションと比較

検討し，今後の患者のケア選択の一助としたいと考

えた。

用語の定義

よ（)ぎ汁：２Ｌの水を沸騰させてから乾燥よもぎ

509を２０分間弱火で煮出したもの。

よもぎローション：よ（)ぎ汁を冷ましたもの。

グリセリン入りよもぎローション：よ()ぎローシ

ョン300ｍlに対してグリセリン５ｍlを加えたもの。

Ｌ目的

作製したよ()ぎローションを使用し，掻痒感軽減

における効果を検討する。
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Ⅲ、結果

ｉ則定時の室温は24.5～25.1℃であった。

対象４名（表２参照）において４種類のよもぎロ

ーションを塗布したところ，以下の結果が得られた

（図１～４参照)。

対象全員において，かゆみスケールはどの液を使

用しても塗布前より塗布後４時間の方が低い値を示

した。

Ａ液では，対象全員においてかゆみスケールが

)「O」まで減少し，塗布後２時間まで持続した。

冷Ａ液では，対象４名のうち３名においてかゆみ

スケールが「0」まで減少し，塗布後２時間まで持続

した。１名においては，塗布後１時間まで「0」であ

り，２時間後は「1｣，４時間後は「2」に上昇した。

Ｂ液では，対象全員においてかゆみスケールが

「O」まで減少し，塗布後２時間まで持続した。

■冷Ｂ液では，対象４名のうち３名においてかゆみ

スケールが「O」まで減少し，塗布後２時間まで持続

した｡１名においては塗布後１時間まで｢0｣を保ち，

２時間後は「2」に上昇し，４時間後まで変化は認め

なかった。

Ａ液とＢ液を比較した場合，両者に差はみられな

かった。

Ａ液と冷Ａ液，Ｂ液と冷Ｂ液，冷Ａ液と冷Ｂ液を

それぞれ比較した場合，対象４名のうち３名におい

'て差はみられなかった。１名においては，Ａ液．Ｂ

液ともに塗布後４時間までかゆみスケールが｢O」を

示しているのに対し，冷Ａ液・冷Ｂ液では塗布後２

時間よりかゆみケールの上昇を認めた。また，冷Ａ

液の方が冷Ｂ液に比べ，かゆみスケールの上昇は緩

やかだった。

また,対象全員において，すべての液に塗布後の

皮膚状態に変化はなく，掻き傷や発赤は見られなか

った。

あると述べている。本研究においても，４種類すべ

てのローションで，かゆみスケールが塗布前より塗

布後４時間の方が低い値を示していた｡このことは，

先行研究の結果と同様，掻痒感の軽減に効果がある

と考えられる。つまり，よもぎを用いたローション

でもよ()ぎ清拭と同様の結果が得られると言える。

本研究で使用した４種類のローションすべてにお

いて，塗布後かゆみスケールは「O」となり，塗布

後２時間よりかゆみスケールが上昇する傾向がみら

れた。つまり，すべてのよ（)ぎローションにおいて

塗布後２時間は掻痒感がない状態が持続していると

考えられる。西村らＱは，よもぎ清拭を繰り返し行

うことで止痒効果を得られる症例があると述べてい

るが，具体的な塗布時間の間隔については述べてい

ない。再塗布時間については，本研究の止痒効果持

続時間の結果より，かゆみを感じ始める塗布後２時

間が望ましいと考えられた。

また，従来のよもぎローションとグリセリン入り

ローション,常温の液と冷却した液を比較した場合，

４種類のローションにおいて掻痒感の軽減，止痒効

果の持続という点で明らかな差は認められなかった。

かゆみのメカニズムはまだ解明されていない部

分が多いが，痛覚の受容器が長時間弱く刺激されて

おこる5)という説がある。痛覚は痛点を通って受容

される。また，皮膚の知覚を受容する部分として，

痛点の他に温点，冷点も存在し，その中でも冷点は

温点よりも分布密度が高いと言われている｡そこで，

冷点の刺激,すなわち適度な冷刺激を与えることで，

意識がかゆみに集中しないように働きかけることが

できる。このことより，冷却を保持することは止痒

効果の持続につながると考えられる。

さらに，先行研究で，浅)||ら２)は，掻痒感の強い

対象に氷嚢を用い,１０分間冷却している｡その結果，

一度冷却した皮膚は皮盧温が回復した後も冷感が残

っており,掻痒感の軽減に有効であると述べている。

しかし，本研究において，冷却したよもぎローショ

ンと常温のよ（)ぎローションを比較した場合，対象

4名中３名において両者に差はなかった。これは，

今回の方法がローションを用いたバッティングであ

ったため，冷液を使用しても冷刺激の時間が短く，

先行研究と結果が異なったと考える。また，本研究

では，長時間の止痒効果を期待し，調査時間の間隔

設定を長くしたため，塗布後から調査終了までの掻

痒感の些細な変化を捉えにくくしてしまったのでは

Ⅳ、考察

よもぎの薬理作用は①ヒスタミンがもつ毛細血

管の透化性を高める働きを抑制，②炎症に対する抗

菌作用，③よもぎに含まれる蛋白，脂肪，ビタミン

により皮層の乾燥を防ぎ，皮脂の減少によるかゆみ

を予防する作用がある3)｡西村ら4)の先行研究では，

よもぎ清拭が肝･胆道系悪性疾患，アレルギー皮層

疾患，急性肝炎，慢性腎不全，閉塞性黄疸，原発性

胆汁性肝硬変，老人性皮層掻痒症に概ね止痒効果が
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ないかと考える。

止痒効果の持続という点から，本研究では，臨床

現場において手に入りやすく，保水性があり，肌の

軟化剤として使用されているグリセリン液を用いる

ことで，よ()ぎの薬理作用との相乗効果が得られる

のではないかと考えた。グリセリン液の濃度は今回

約16％としたが,Ａ液とＢ液の経時的なかゆみスケ

ールの変化は認めなかった。これは，今回の濃度で

は，掻痒感の強い皮膚において保湿性が弱かったた

めではないかと考えられる｡加えて,１名であるが，

冷液を使用した方が常温の液を使用した場合に比べ，

かゆみスケールの変化が急であった。これは，急激

な皮盧温の変化によるかゆみスケールの上昇と考え

られる。また，１名であったが，冷Ａ液を使用した

場合,冷Ｂ液と比べて塗布後２時間のかゆみスケー

ルの上昇が緩やかであった。このことより，冷却し

た液を用いる場合は保湿成分を加えた方が効果があ

る可能`性が考えられる。そこで，グリセリン液には

使用許容量がないため，掻痒感の強い皮膚における

グリセリンの使用濃度や，グリセリン液自体の保湿

性を含めて再検討する必要があると考える。

皮層に塗布する行為には，薬液などを浸透させ，

皮層を保護し，保湿するという目的があるが，その

使用感も重要である。さらに，これは個人の好みに

より左右され，使用時には個人の好みを考慮したケ

アも選択する必要があると考える。

また，かゆみは個々の自覚症状であり，痛み同様

その捉え方は個人差が大きい．それに加え，肝・胆

道疾患のかゆみの原因は，血液中のオピオイドペプ

チド増加による中枢性のかゆみ6)と言われ,原疾患

が改善しないと掻痒感の消失は期待できない。そこ

で，肝・胆道疾患の掻痒感軽減に対する看護につい

て更に研究をすすめる必要性があると考える。

今後は，グリセリンの使用濃度やグリセリン液自

体の保湿性・冷却の保持方法についても検討した上

で，症例数を増やし，効果的なケアについて検討し

ていく必要がある。

Ⅵ、結論

本研究で以下のことが明らかになった。

１．４種類のよもぎローションの全てにおいて塗

布後２時間は掻痒感軽減の効果を期待できる。

２．掻痒感の軽減・止痒効果を求めた場合，塗布後

２時間で再度塗布するという援助が必要であ

る。

３．従来のよ（)ぎローションとグリセリン入りよ

もぎローションとの間に掻痒感軽減における

明らかな差は認められなかった。

４．冷却したものを使用する場合は，保湿効果のあ

るものを加えた方が効果がある可能性がある。
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Ｖ・本研究の限界

対象間はもちろん，個人においても掻痒感の強さ

や部位は異なることを考えると対象人数が少ない本

研究では結果の一般化には限界がある。
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表１かゆみスケール

Ｏ：症状なし：ほとんどあるいは全くかゆみを感じない。

１：軽微なかゆみ：時々むずむずするが、掻かなくても我慢ができる。夜間はよく眠れるが、わずかにかゆい。

２：軽度のかゆみ：時にかゆい部分に手がいくが、軽く掻く程度で一応治まり、あまり気にならない。夜間にお

いても多少かゆいが、掻けば治まる。

３：中度のかゆみ：かなりかゆく、人前でも掻く。かゆみのためイライラし、絶えず掻いている。夜間において

はかゆみのため目が覚めたり、眠りながら掻いている。

４：激烈なかゆみ：いてもたってもいられないかゆみ。掻いても治まらず、ますますかゆくなり、仕事も勉強も

手につかない。夜間、かゆくて眠れない。

表２対象の背景
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図１Ａ液塗布後の掻痒感の推移 図２冷Ａ液塗布後の掻痒感の推移
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図３Ｂ液塗布後の掻痒感の推移 図４冷Ｂ液塗布後の掻痒感の推移
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年齢 性別 疾患 入院前のかゆみへの対処 宰潟(℃）

Ａ氏 6９ 男性 肝障害 オイラックス軟膏の塗布 25.1

Ｂ氏 6０ 女性 原発性胆汁性肝硬変 タリオン内服,シャワー浴 24.5

Ｃ氏 5８ 女性 肝硬変,肝癌 オイラックス軟膏の塗布 25.0

Ｄ氏 5７ 女性 肝硬変,肝癌 レスタミン軟膏の塗布,皮膚科処方の内服 25.0

Ｚｎｆ

ベ
、 ▲

Ｎ'
■■ 、／
~、、／

`、＆ １画、 .‘ 、■■

辿囚Ｐ

ヘ

､ 凸一■

、，,グ｡。
￣ 、、‐／~ノ

￣、、／‐、ノ

麺２

ベ
〈 △

〈'
l■■ 〈／
~、（／
八Ｌ ロ‐０ Ｚ ０匝功

､“ひ

、
●可

( ▲〃…〃

〈ノ
、

７
■■ （ノ／
~、〈／／


